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Ⅰ　徳島県工業技術支援本部

人事及び服務，庁舎・備品等の管理，予算の編成執行，使用料・手数

料の証紙収納，研修生の受入，試験研究業務の企画・調整，産学官連

携事業，頑張る企業技術支援事業，工業所有権の管理，機器整備，技

術情報の編集・提供

材料工学，粉末冶金，金属の溶接技術・非破壊検査・分析等の研究

及び指導， 無機材料，化学・環境・有機・金属分析，腐食・防食技術，

高分子材料の研究及び指導

機械加工・設計等全般，LED 関連製品開発，精密測定，ＣＡＤ／Ｃ

ＡＭ／ＣＡＥ，３次元形状処理等の研究及び指導

電子回路設計，マイコン応用，LED 関連製品開発，センサ，超音波

応用技術，メカトロニクス技術，組み込みシステム開発，情報処理技

術，省エネルギー化技術，光計測技術，電磁波ノイズ計測技術等の研

究及び指導

木竹製品の構造強度及び性能評価・塗装技術，複合材料，音響の測定，

音響材料の評価及び騒音対策，３次元ＣＧの活用，木質系材料の塗装・

材質改良及び化学加工・資源及び環境等の研究及び指導，家具及びイ

ンテリア，ユニバーサルデザイン，LED 関連製品開発，繊維製品の

染色加工・性能評価技術等の研究及び指導

漬物製造技術，水産物の利用加工，藻類の分析・評価，畜産物の利用

加工・分析・評価，野菜類の利用加工・分析・評価等の研究及び指導，

含塩発酵食品（味噌・醤油）製造技術，微生物利用の生産，穀類・豆

類の利用加工，農産物の機能性評価，果実類の利用加工，その他発酵

食品製造等の研究及び指導　　　　

工業技術支援本部長
(工業技術センター所長事務取扱)

材料技術担当

機械技術担当

生活科学担当

食品・応用生物担当

次　長
(企画調整担当 )

研究部長

工業技術支援本部副本部長
( 計量検定所所長兼務 )

電子技術担当

企画総務担当

特定計量器の定期検査，検定及び装置検査，基準器の検査，特定計

量器の製造，修理，販売事業の届出の受理，計量証明事業の登録，

計量に関する立入検査，適正計量管理事業所の指定及び計量管理の

推進指導，計量知識の普及指導と消費者保護対策，特定計量器の製

造事業者等からの実績報告の受理

次　長

１．組織図

次　長
（工業技術センター次長本務）
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２．総合表
　　　　　　

　　　　　　　課名
　業務内容

企画総務担当
（管理職含む）

材料技術担当 機械技術担当 電子技術担当 生活科学担当 食品・応用

生物担当

合　計

研 究 課 題（ 数 ） 1 5 5 8 1 4 24

実 地 指 導（ 件 ） 40 21 65 74 49 57 306

技 術 相 談（ 件 ） 100 701 469 314 342 1,675 3,601

依頼試験分析鑑定等（項目） 1 2,359 35 116 410 1,875 4,796

施設利用　　（件） 444 51 495

機器利用　　（件） 336 109 190 163 68 48 914

地域産業技術　  （回）

セミナー　  (のべ人数)

1

69

研 究 会   （ 回 ）

(のべ人数 )

9

92

技術研修        （人）

(のべ人数 )

11 2 1 14

43 98 3 144
「ものづくり・LED体験

勉強会」　　　　　（回）　

　　　　　　　(のべ人数）

1

26

技術用務来所者
（人） 813 628 578 370 308 1,054 3,751

来所者総数    （人） 18,148

１．職員数                                                                                                                                                       （平成25年３月31日現在）

区　　　分 事務職員 技術職員 臨時補助員 緊急雇用
創出事業嘱託員 計

所　　　長 1 1

次　　　長 1(1) 1 ２(1)

研 究  部 長 1 1

企画総務担当 4[1] 4 2 3 13[1]

材料技術担当 7 1 1 9

機械技術担当 4 4

電子技術担当 6 2 8

生活科学担当 5 5

食品・応用生物担当 7 2 9

計 6(1)[1] 35 3 8 52(1)[1]

Ⅱ　工業技術センター

( ) 内は他所属との兼務職員の内数，[ ] 内は他所属が本務の職員の内数
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３ ．事業費の推移

（１）歳入決算

　　（人件費を除く） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                  　　　 （単位：千円）

項　　目
歳入決算額

平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度

工鉱業使用料 6,374 5,268 5,448

物品売払収入 12

施設・機械器具使用料 7,360 7,847 6,102

試験等手数料 17,957 15,338 18,344

その他の収入 38,107 34,093 42,829

県一般財源 170,372 201,925 127,044

合計 240,170 264,831 199,779

（２）歳出決算

　　( 人件費を除く）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

項　　目
歳出決算額

平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度

中小企業振興費 1,521 9,278 8,358

工業技術センター費

センタ－運営費   104,639 94,208 85,608

試験研究費  30,563 25,534 29,689

特別研究費   39,600 25,052 33,712

頑張る企業技術支援費 5,767 3,020 2,962

センター機械整備事業費 － － 4,084

技術シーズ創出調査事業費 8,933 7,875 7,962

工業技術センター費　小計 189,502 155,689 164,017

中小企業・雇用対策事業費 1,082 3,777 －

その他 8,908 18,989 5,743

中小企業振興費の本庁執行分 14,017

センター機械整備事業費の本庁執行分 9,975 70,781 7,644

合　　計 210,988 258,514 199,779

明許繰越　センター運営費 29,182 6,317 －

合　計 240,170 264,831 199,779
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４．研究課題名一覧                              　　　　　　　　　　　　※印の研究課題については課題のみ掲載

　 特 別 研 究 課 題　　　　　　 担  　当　　　　　　　　　　共同研究者　　　　　　　　                      掲載頁

                

イノベーションシステム整備事業 ( 地域イノベーション戦略支援プログラム　グローバル型 )［文部科学省］

　　［中核機関：（公財）とくしま産業振興機構］

　   ※糖尿病早期診断，合併症診断のための検査・診断装置の開発 ( 継続 )                                                         －

　　　　　　　　　　　　　平尾　友二

   　※地域食材を用いた血糖値上昇抑制 ･抗肥満食品の開発 ( 継続 )　　　　　　　　　　　　　　　　　　   －

　　　　　　　　　　　　　岩田　深也，山本　澄人，吉本　亮子，新居　佳孝

                                               三木　晃，岡久　修己，市川　亮一

　　　　　　　　　　　　　

戦略的基盤技術高度化支援事業［経済産業省］

　　［事業管理者：（公財）とくしま産業振興機構］

　　多結晶太陽電池ウェハの高精度欠陥検査装置の開発                                                                                   　27

　　　　　　　　　　　　　平岡　忠志，  松原　敏夫                  東西電工㈱，徳島電制㈱，徳島大学

　　※加工最適化機能を有する CFRP 高精度加工システムの開発                                                                         －

　　　　　　　　　　　　　小川　仁，　  日開野　輔，                ㈱アスカ，多賀電気㈱，㈲クールテクノス

                                               平岡　忠志　　　　　　　　　　　　慶應義塾大学，(独 ) 産業技術総合研究所

       超耐熱プラスチックを連続積層成形するプレス装置の開発                                                                         　28

　　　　　　　　　　　    　日開野　輔　　　　　　　　　　　森田技研工業㈱，サンドビック㈱，                                              

                                                                                                        阿南工業高等専門学校

　　

研究成果最適展開支援プログラム（A-STEP)【FS】ステージ　探索タイプ［(独)科学技術振興機構］

　　※直並列インバータ方式による再生可能エネルギーと蓄電エネルギーの有効活用と制御手法に関する研究 －

　　　　　　　　　　　　　酒井　宣年

新技術導入広域推進事業［農林水産省］

　　［事業管理者：徳島県立農林水産総合技術支援センター］

　　ボイラー炉内壁面輻射増進塗料の改良及び実証試験               　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　  29

　　　　　　　　　　　　　松原　敏夫　　　　　　　　　　　農林水産総合技術支援センター，㈱エコテック

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総合ビル・メンテム㈱
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※印の研究課題については課題のみ掲載　

　共 同 研 究 課 題　　　　　　担  　当　  　　　　　　　　　  共同研究者　　　　　　　                      掲載頁

技術シーズ創出調査事業

　　周波数可変交流電源の開発 　　　　　　　　　　　　　　        　　　　　　　　　　　　　　　　　　30  
　　　　　　　　　　　　　酒井　宣年　　　　　　　　　　　日進電子工業㈱
　　
　　※茎ワカメの高度利用技術の開発  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
 　　　　　　　　　　　　　山本　澄人　　　　　　　　　　　㈱馬居化成工業

       ブリンカーライト用 LED電球の開発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 31
　　　　　　　　　　　　　中村　怜　　　　　　　　　　　　日本フネン㈱

　　ねじの転造不良検出装置の開発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  32
　　　　　　　　　　　　　平尾　友二　　　　　　　　　　　㈱ヒラノファステック

　　ダストカウンターシステムの開発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  33
　　　　　　　　　　　　　平岡　忠志　　　　　　　　　　　NTT-AT クリエイティブ㈱

　　金属汚染の少ないクリーン手袋の開発                                                                                                    　   34
　　　　　　　　　　　　　有澤　隆文　　　　　　　　　　　NTT-AT クリエイティブ㈱

　　風力発電用コンバータ電源の開発                                                                                             　　　　　   35
　　　　　　　　　　　　　酒井　宣年　　　　　　　　　　　藤崎電機㈱

　　※米麹の養鶏飼料への利用技術の開発　　                                                                              　　　　　　－
　　　　　　　　　　　　　山本　澄人　　　　　　　　　　　㈱丸本
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※印の研究課題については課題のみ掲載　

　経 常 研 究 課 題　　　　                                               　               担  　当　　　　　　　　　　　　   掲載頁

　　LED・リチウムイオン電池活用製品の実証試験（継続）  　　　　　　　　　　                                          36     
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                      酒井　宣年，武知　博憲
　
　　ICP 発光分光分析装置を使用した高マトリックス溶液最適測定条件の検討（継続）                                     37
  　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　 佐藤　誠一 

       ※光触媒を用いた可視光 LED照射による VOCの低減化（継続）                                                                  －
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小山　厚子

　　紫外線 (UV) 硬化技術を利用した工業材料の表面処理に関する研究                                                             38
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正木　孝二，住友　将洋

　　ファンによる強制空冷を利用した大型 LED照明の研究（継続）　　　　　　　　　　　　　　　　　　  39
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中村　怜

　　LED照明用ワイド入力電源の開発 （継続）                                                                                                      40
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酒井　宣年

　　ハニカムフラッシュ構造の音響特性について                                                                                                41
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中岡　正典
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５．特別研究

（１）イノベーションシステム整備事業 ( 地域イノベーション戦略支援プログラム　グローバル型 )

　徳島県が科学技術振興や産業振興で最重点項目と位置づけて実施している「イノベーションシステム整備事業」

に参画し研究開発を推進する．健康・医療産業事業化支援プロジェクトチームにおいて，平成 24年度は 2課題の

研究を実施した．

（２）戦略的基盤技術高度化支援事業

　経済産業省の提案公募事業である「戦略的基盤技術高度化支援事業」に採択された課題について，産学官で共同

研究体制を構成した事業管理者より委託を受けて研究開発を推進する．平成 24年度は 3課題の研究を実施した．

（３）研究成果最適展開支援プログラム A-STEP

　（独）科学技術振興機構 (JST) の提案公募事業である「A-STEP：研究成果最適展開支援プログラム」に参画し研

究開発を推進した．平成 24年度は地域イノベーション創出総合支援事業の「ステージ探索タイプ」1課題の研究

を実施した．

６．共同研究

　県内企業が新製品の開発や新事業への創出を図るためには，産学官連携による共同研究体制をつくり，高度な実

用化研究を行うことが重要である．本事業は，当センターの技術シーズ等を活用し，地域の産学官が連携して，国

等における提案公募型技術開発事業の採択に向けて，本格的な研究開発に先立つ事前調査や可能性試験等の共同研

究を行う事業である．平成 24年度は 8テーマの研究開発を実施した．

７．経常研究

　近年，各産業を取り巻く技術は急速に革新されており，しかも細分化・複合化の傾向にある．かかる環境変化の

中，県内企業が我が国産業の重要な構成層となるためには，高付加価値商品の開発，特徴ある製品の育成，品質及

び生産効率の向上，省力化・省エネルギーを含めた環境問題への対応等を可能とする技術力の向上を図ることが重

要である．このために，企業のニーズに即応した研究を実施するとともに，その成果や県内企業が求めている技術

情報を提供することにより，新製品・新技術の開発を促進し，企業の技術力向上に寄与する．平成 24年度は 7課

題について研究開発に取り組んだ．
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８．技術支援

（１）　概要
　当センターの主要な業務である技術支援として，技術相談，実地指導，依頼試験・分析・鑑定，施設・機器利用，
技術研修生の受け入れ及び技術情報の提供等を実施した．
　技術相談については，品質管理，工程管理，製品に対するクレーム製造事故対策等，製造技術に関すること及び，
LED 関連製品開発等，新商品開発に関連する相談がほとんどであった．実地指導では，当センターが保有する技
術シーズの紹介，企業のニーズの把握を積極的に行った．また新製品・新技術の開発などの技術的課題解決のため
に共同研究や受託研究を実施し，業界の求める技術について支援した．
　依頼試験・分析・鑑定については単に成績書を発行することにとどまらず，それらの結果を新商品開発や製造現
場における技術改善等を進めるための指標としてその後の技術相談，技術指導に活用した．施設・機器利用につい
ては，製品の高度化や性能評価に関する項目が多くを占めた．また，ホームページの情報をもとにした県外からの
技術相談，依頼試験・分析，設備・機器利用等の問い合わせも増加した．

企画総務担当
　各省庁や各種団体が実施する補助事業や共同研究，受託研究などの当センター事業に関する県内企業からの施策
要望や技術支援についての相談に応じるとともに，研究開発推進や新商品・新技術開発の促進を目的として県内企
業のニーズを踏まえた機器の整備を行った．産業技術共同研究センター貸研究室と起業家支援施設について入退居
時の立ち会い，使用料徴収の事務処理の他，日常の運営，管理全般を行った．職員の勤務発明など知的財産に係わ
る管理運営を行った．県内企業への技術情報提供サポートを行なう「地域産業技術セミナー」を開催するとともに，
技術研修生受入や県内の中学生に環境技術について学ぶ体験学習を実施した．独立行政法人試験研究機関や他県の
公設試験研究機関等の職員との技術交流を通じて人材ネットワークの構築に努め，試験研究の成果や行政サービス
機関としての機能等について，印刷物，ホームページや技術支援ニュースのメール配信等で県内外企業等に周知を
行った．
　LED 関連企業等の製品開発を支援するために安全・環境性能評価機器を導入し，ワンストップ性能評価体制整
備を推し進めた．また，当センター 1F ホールに開設された LED 製品常設展示場において県内企業の LED 製品及
び関連技術等などの紹介を行った．

材料技術担当
　材料・資源分野では無機・金属系材料の評価 , 腐食 , 損傷など品質管理に関連する技術相談が多く , 材料の元素
分析では , 蛍光 X線分析装置 , 電子線マイクロアナライザー , 炭素・硫黄分析装置を利用した . また万能材料試験
装置を利用してコンクリート圧縮強度試験 , 溶接継手引張・曲げ強度試験などを実施した . セラミックス製品開発
では冷間・熱間等方加圧装置（CIP・HIP）や雰囲気炉，放電プラズマ焼結装置 (SPS) の機器利用があった .
　分析・評価分野では各種製品や異物に関する技術相談・依頼分析を行った . プラスチック・紙製品では，フーリ
エ変換赤外線分光光度計を用いた有機物の分析や圧縮・引っ張り強度試験を行った . 無機物の分析・評価にはX線
回折装置，蛍光 X線分析装置等を利用し , 走査型電子顕微鏡による観察や電子線マイクロアナライザによる微小
部分析を行った . 製品の高精度分析や食品衛生法に基づく重金属分析には誘導結合プラズマ発光分光光度計を用い
た . その他，地下水の塩分濃度分析や建材中のアスベストの分析を行った .
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機械技術担当
　県内企業からの相談・機器利用件数は景気動向に比例して件数の増減が目立つ .　
　測定分野では，3次元スキャナ・レーザー共焦点式など非接触機器の利用が多く，測定結果のデータ受け渡しが
簡略化されるよう利用環境を整備した．近隣の他県公設試で RP装置と３次元スキャナの導入が進み，当所設備よ
りも高精度・高解像度であるため，近隣の他県公設試を紹介する機会が増えている . 従来全く無かったブロックゲー
ジ類の機器利用例が目立つようになった . ISO9000 品質保証体系に組み込まれた社内測定器の校正目的と考えられ
る .
　加工分野では，金型加工用NCパスの生成（3次元 CAM）や，型彫り放電加工機による穴あけ，レーザー加工
による部品の切り出しなど，特定企業のリピート利用が多い．
　CAE( コンピュータシミュレーション ) による流体・熱流体装置の解析について定期的に依頼があり，県内企業
の製品設計工程に結果が反映されるなど活用されている．

電子技術担当
　加工中の金属製品から発生する超音波の解析による不良検査や，動脈硬化診断のための超音波血管検査，画像に
よる非接触人体形状計測など，工業・医療に関するセンシング技術を開発し，実地指導を行った．省エネ・電力制
御関連では，太陽電池パネルとリチウムイオン電池によるエネルギー備蓄技術やその応用，新型電源装置の開発に
ついて技術支援を行った．また，道路用特殊 LED電球や，養鶏用 LED照明の開発，冷却用特殊ファンの開発など，
LED応用とその周辺技術について支援を行った．
　機器利用については，電子機器から発生する不要ノイズの強度測定と，超音波の強度測定に関する利用が多かっ
た．依頼試験については，平成 23年度に導入した，LED製品の光学性能評価装置（全光束測定装置と配光測定装置）
が殆どであり，県内外からの数多くの依頼に応じて試験を行った．

生活科学担当
　木製家具業界からは接着接合・強度といった素材加工の他，椅子など製品全体や可動部分の強度や耐久性の面で
相談・依頼試験・機器利用が多かった．建材・建具業界ではセパレート型環境試験室による実大サイズでの反りの
試験が増加した．輸入木質材料は性能確認の必要があるため，ホルムアルデヒド放散量試験について前年度程度の
測定依頼件数であった．また，木質材料は輸入木質材料の使用が大半であるが，円安により原料コストの上昇が危
惧され，国産の木質材料を使用したものづくりについての相談も増えてきた．
　音響振動分野では輸出機械の騒音ラベリング，機械の振動測定，作業環境騒音の測定，吸音性能の評価試験，そ
して住宅用木製間仕切り壁の遮音性能の測定などで依頼試験や機器利用があった．また，吸音材料の開発，床衝撃
音対策，そして工場騒音対策などの指導を行った．
　デザイン開発は木製関連企業だけでなく，金属や樹脂関連企業の開発相談も増え，製品企画・開発・設計・試作
から展示・販促等幅広く，その対象もいわゆる「健常者」前提ではなく，年齢を含む様々な種類と程度のハンデイ
キャップがある人達を対象に，家具だけでなくインテリア関連全般のユニバーサルデザイン製品開発につながって
いる．
　繊維関連産業では天然藍染めをはじめとする染色加工技術とそれに伴う評価に関する相談や指導を行った．しじ
ら織り業界からは新素材開発について相談を受け，企画や試作について支援を行った．

食品・応用生物担当
　技術相談では衛生管理，新商品開発，機能性成分，クレーム処理，食品表示等に関する相談が寄せられた．実地
指導では機能性成分を活かした食品加工技術，食品工場の衛生管理技術及び新商品開発技術等に関する指導を行っ
た．依頼分析では品質・衛生管理に関わる微生物検査や異物鑑定の他，食品表示に関わる成分分析が主であり，例
年同様香酸柑橘果汁の品質分析，野菜・果実加工品の微生物検査，しょうゆ JAS 認定工場の格付け業務に関する
分析件数が多かった．また，新商品の賞味期限設定を目的とした保存試験や栄養成分の分析依頼も多かった．機器
利用のうち加工装置では，製品開発を目的とした凍結乾燥機が盛んに利用された他，スプレードライヤー，レトル
ト食品用オートクレーブがよく利用された．分析装置ではガスクロマトグラフが品質管理のために利用された．
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プロジェクトチーム

（技術支援チーム）
　次長 ( 企画調整担当 ) を総括とし，企画総務担当，その課題分野の研究員で適宜構成されるプロジェクトチーム
である．各企業の課題に応じ担当職員を編成し，分野をまたがる技術的課題に対して柔軟かつスピーディーに対応
した．

（LEDプロジェクトチーム）
　電子技術担当課長を総括とし，各担当から選出した計 8名をプロジェクトメンバーとして，LED応用製品開発に
関する技術相談に対応した．プロジェクトメンバーが窓口となり，内容に応じて他の専門職員と協力して業務に当
たった．また，「LED バレイ構想」の一環として推進中の「LED 関連製品商品化促進事業」に取り組んだ．公募に
より採択した 5課題（新規 3，継続 2）に対し，プロジェクトメンバーを中心として異なる分野の担当者がチーム
を組織し，提案者と協力して企画・開発および試作に取り組んだ．車載用 LED ライトとその放熱機構，家具用小
型 LED電球，紫外線 LEDを利用したディスプレイスタンド，藍染め木材と LED照明を融合した壁面材など，これ
までにないユニークな商品を試作することができた．

（健康・医療産業事業化支援プロジェクトチーム）
　次長 ( 企画調整担当 ) を総括とし，企画総務担当，電子技術担当，食品・応用生物担当からなる計１０名で構成
されるプロジェクトチ－ムである．
　県を代表する柑橘であるスダチにおいて，従来使用されなかった果皮に含有されるスダチ特有のスダチチンとい
う物質が持つ特性（抗糖尿病作用）に着目し，マウス等による投与試験で科学的にその効果を証明した．スダチ果
皮を県内食品企業が食品に使用し，スダチ塩だれ，スダチちくわ等を開発，販売することとなった．この他，同様
の抗肥満作用を有するソバ殻，ワカメ等を使用した食品に関しても開発，販売が行われ，センターとして積極的に
支援を行っている．また，超音波医療機器開発においては，従来法であるＦＭＤ（血流依存性血管拡張反応）から
更に進化した糖尿病用血管機能検査装置の開発に取り組み，試作段階を終了し，臨床試験を伴う最終モデルの開発
へと進行中である．
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（２） 実地指導（技術調査事業を含む）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（件）

課　名 企画総務担当 材料技術担当 機械技術担当 電子技術担当 生活科学担当 食品・応用生物担当 合　計

実地指導 40 21 65 74 49 57 306

（３）技術相談　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　   （件）

課　名 企画総務担当 材料技術担当 機械技術担当 電子技術担当 生活科学担当 食品・応用生物担当 合　計

技術相談 100 701 469 314 342 1,675 3,601

（４）依頼試験・分析等　                                                                                                                        　　 （項目数）

課　名 企画総務担当 材料技術担当 機械技術担当 電子技術担当 生活科学担当 食品・応用生物担当 合   計

試　験 1,220 16 116 283 1,635

分　析 1,082  121 1841 3,044

鑑　定  3 32 35

図案作成 1  3 4

設　計 19 19

再発行 57 2 59

合　計 1 2,359 35 116 410 1,875 4,796

(５) 施設・機器利用　                                                                      　　　 （上段：件数/利用単位数　下段：利用人数）

課　名 企画総務担当 材料技術担当 機械技術担当 電子技術担当 生活科学担当 食品・応用生物担当 合　計

講　堂
75/271 75/271

5,623 5,623

第一研修室
107/402 107/402

2,445 2,445

第二研修室
137/494 137/494

4,491 4,491

実習室
125/438 125/438

1,755 1,755

電波暗室
32/117 32/117

48 48

対策室
19/41 19/41

35 35

機械器具
336/1357 109/2256 190/559 163/690 68/531 48/330 914/5723

145 243 263 83 58 792

合　計
780/2,962 109/2,256 190/559 214/848 68/531 48/330 1,409/7,486

14,314 145 243 346 83 58 15,189

※利用単位数には実際に利用された時間数を計上している．
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９．セミナー・研究会等

（１）地域産業技術セミナー（LED技術交流セミナー並催）の開催 　

　　　【日時】　平成 24年 12月 6日（木）　

　　　【場所】　当所

題　　　　　　目 講　　    師
受講
者数

担当
課

第一部

平成 24 年第 5回 LED 技術交流セミナー

「LED照明を用いたオフィスのタスク・アンビエント照

明」

第二部

工業技術センター研究成果発表

１）「LED応用製品性能評価装置について」

２）「リチウムイオン電池を用いた応用製品開発技術」

３）「炭素繊維複合材料の性能評価」

４）「ＣＦＲＰの用途および機械加工について」

５）「後付けできる夜間歩行安全誘導灯」

６）「スダチ果皮ポリフェノール（スダチチン）の

　　抗糖尿病作用」

第三部

LED応用製品性能評価装置デモンストレーション

・全光束測定装置

・配光測定装置

宮地電機 ( 株 )　執行役員　  田部　泉　氏

電子技術担当　課　長　　　香川　敏昌

電子技術担当　主　任　　　酒井　宣年

材料技術担当　上席研究員　正木　孝二

機械技術担当　主　任　　　日開野　輔

生活科学担当　課　長　　　中瀬　博幸

食品・応用生物担当

　　　　　　　専門研究員　 新居　佳孝

69

企
画
総
務
担
当
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（２）研究会 の開催

名　称 開催数 場　所 内　容
参加数

（延べ）
担　当

ユニバーサルデザイン研究会 9
当所
木竹実験室
ほか

ユニバーサルデザイン勉強会や機器製
造企業からの説明会 92 生活科学担当

（３） 会議等の開催

会　　議　　名　　等 期   日 内　容 場　所 担　当

産業技術連携推進会議 製造プロセス部会 精
密微細加工分科会
平成２４年度金型・材料研究会（第５２回）
並びにMEMSものづくり研究会（第 8回）

24.11.8 ～
24.11.9

事例研究・各機関における研究

活動，共同研究等の状況報告・

特別講演
徳島市 機械技術担当

平成24年度中国四国地方公設試験研究機関
共同研究（精密加工分野）推進協議会 25.3.11

中国四国公設試（機械系）の現

状報告および研究成果発表
岡山市 機械技術担当
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１０．技術研修

（１）技術研修生　

研 修 内 容 期　　 間 研修生数 日 数 担　当

画像処理手法の研究 24.5.10 ～ 25.3.31 2 59 機械技術担当

畜肉ソーセージ試作に関する研修 24.8.1 ～ 25.3.29 1 3 食品・応用
生物担当

（２）インターンシップ

研 修 内 容 期　　 間 研修生数 日 数 担　当

産学官連携に関する業務の研修 24.8.27 ～ 24.8.31 2 5 企画総務担当

電子材料，LEDに関する研修 24.8.27 ～ 24.8.31 1 5 電子技術担当

繊維製品，木竹製品の性能評価，デザイン等の研
修 24.8.27 ～ 24.8.31 1 5 生活科学担当

食品の品質評価技術等の研修 24.8.27 ～ 24.8.31 1 5 食品・応用
生物担当

（３）職場体験学習

研 修 内 容 期　　 間 研修生数 日 数 担　当

中学生の職場体験学習 24.10.31 ～ 24.11.2 6 3 企画総務担当

 （４）ものづくり・LED体験勉強会

　県内中学生を対象に，科学と次世代エネルギー技術開発について学ぶ体験勉強会を実施した．エネルギーと科学
についての講義を通して環境問題や再生可能エネルギーの必要性について学び，LED点灯キットを製作すること
で LEDの仕組みについて平成 24年度の実績として南部中学校から 26名が参加した．

研 修 内 容 期　　 間 研修生数 日 数 担　当

ものづくり・LED体験勉強会 24.7.31 26 1 企画総務担当
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１１．頑張る企業技術支援事業

（１）技術コーディネーター指導事業

　　この事業は，外部の専門知識を有する者のうち，県が登録した者（技術コーディネーターという）が企業等に

対し，新商品・新技術の開発にあたり直面する技術的課題の技術指導を有償で行うことにより商品化等に結び付け

るとともに，企業の技術開発力の強化を支援することを目的としている．平成 24年度は，まず工業技術センター

に寄せられた課題については，センター研究員の技術指導により解決が図られたこと，次に他機関（（公財）とく

しま産業振興機構等）の外部有識者等指導事業（無償）があったことなどの理由により，企業からの要望はなかった．

（２）受託研究事業

　受託研究事業は，県内企業が新商品・新技術の開発にあたっての技術的課題について，工業技術センターに委

託し研究開発を行うことによりその課題解決を図り，新商品・新技術の開発に結びつけることを目的とする．平成

24年度は次の 14課題について受託研究を実施し，この取り組みによって，企業との信頼関係を高めることがで

きたばかりでなく，新商品・新技術開発に貢献できた．

• 「規格外の徳島産タチウオを活用した魚醤の開発」

• 「木製ドアにおける反り原因の解明と対策の研究」

• 「養鶏業用高付加価値 LED照明の開発」

• 「リンパ浮腫患者用患部形状計測システムの開発」

• 「パーティション用 LED照明装置の開発」

• 「阿波藍を使った足袋の開発」

• 「県産スギを用いた快適な省エネ建材の開発」

• 「液餌給餌豚の肉質成分分析」

• 「太陽光パネルへの光触媒塗布による発電効率効果に関する研究」

• 「災害対応型次世代蓄電システム動作検証試験」

• 「歩行者用押ボタン箱の性能評価」

• 「溶接部可視化装置の開発」

• 「オフィス内のミーティングスペースにおける音制御の研究」

• 「汎用性・拡張性の高い生産管理システムの開発」

１２．技術情報発信

　工業技術センターに蓄積された研究成果等について刊行物やホ－ムペ－ジを通して情報発信を行った．「業務報

告」，「研究報告」，「業務計画」，「事業パンフレット」や「技術支援ニュースリーフレット」を発行し，関係団体等

に配布すると共に，ホームページを通じて随時情報提供した．また，研究成果については，パネルを作成し，地域

産業技術セミナー等において展示した．メールによる技術関連情報の配信について，「技術支援ニュース」，「メー

ルニュース」として登録者に配信している．平成 24年度は 15回配信した．

１３．多機能防災システム実用化加速事業
　

　平成２２年度に，産学官で構成する「次世代エネルギー活用促進研究会」の取り組みの一環として，オール・イ

ン・ワンタイプの「多機能防災システム実証モデル」を製作，あすたむらんど等に設置し実証実験を行った．

  これらの結果を踏まえ，DC/DC コンバータや太陽光パネルに改良を加えた「実用化加速モデル」を開発した．平

成２４年４月１日から８月３１日にかけて，工業技術センター玄関に設置した「多機能防災実用化加速モデル」に

より， 停電時における LED 照明，LED メッセージボードの動作，「メッセージボード付き災害救援型自動販売機」

フリーベント機能の動作を確認するとともに，太陽光パネルから多機能防災システムへの直接充電が正常に行われ

るなど，DC/DC コンバータの動作実証により，システムとしての実用性が確認された．
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１４．LED トータルサポート拠点

　徳島県では「LEDバレイ構想」の一環として，「LEDネクストステージ飛躍事業」を平成 23年度から推進中である．
この中で，工業技術センターは「LED トータルサポート拠点」と位置付けられており，LED 応用製品の開発支援
等を総合的に行う役割を担っている．

（１）LED性能評価体制の整備

　工業技術センターを LED 応用製品開発のトータルサポート拠点とするため，平成 23年度に導入した 2種類の
光学性能評価設備に加え，平成 24年度は安全性能評価設備 2種類と，環境性能評価設備 1種類を導入した．

①高調波・フリッカ測定システム [ 安全性能評価 ]（図１）
　LED製品が動作することにより電源線に発生する妨害ノイズ（高
調波，電源周波数の整数倍の信号）の強度や，消費電流の変化によっ
て生じる電源変動（フリッカ）を測定する．
電源線に強い妨害ノイズや電源変動が発生すると，近くのコンセン
トに接続して使用中の他の電子機器に異常動作が発生する可能性が
ある．そこで，周囲の機器を安全に使用できるよう，妨害ノイズや
電源変動を小さくすることにより，信頼性の高い LED製品を製造・
販売することができる．

②ラージループアンテナ [ 安全性能評価 ]（図２）
　LED製品が動作することにより空中へ放出される妨害ノイズ（周
波数 9kHz ～ 30MHz の電磁波）の強度を測定する．近くで使用中
の他の電子機器に妨害ノイズが侵入すると，異常動作が発生する可
能性がある．そこで，周囲の機器を安全に使用できるよう，妨害ノ
イズを小さくすることで，信頼性の高い LED 製品を製造・販売す
ることができる．

③サージ試験システム [ 環境性能評価 ]（図３）
　LED 製品が，落雷や静電気によるサージ（突発的に発生する異
常高電圧）を受けた場合の信頼性を検査する．近くで落雷が発生す
ると，コンセントを通じて製品にサージが侵入し，破損してしまう
可能性がある．そこで，落雷によるサージを模擬した高電圧（JIS
規格で規定，最大 15kV）を LED製品の電源線に加え，破損しない
よう対策を施す．また，手でLED製品に触ろうとすると，体に溜まっ
た静電気が製品に対して放電し，異常動作や故障が発生する可能性
がある．そこで，静電気を模擬したサージ（JIS 規格で規定，最大
30kV）を製品のボディに加え，故障等が発生しないよう対策を施す．
その結果，使用環境から影響を受けない
信頼性の高い LED製品を製造・販売する
ことができる．

図１．高調波・フリッカ測定システム

図２．ラージループアンテナ

図３．サージ試験システム
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（２）LED製品の常設展示場

　徳島県立工業技術センターは，LED の用途を拡大する企業との共同研究や共同開発，時代を先取りする新製品
や高付加価値な製品を市場に送り出すための支援機能の充実を図っています．そこで情報発信機能の一環として，
県内 LED関連企業が生産した製品の商品力をアピールする「LED製品常設展示場」を平成 23年度に開設し，「LED
製品」や「ものづくり技術」に関する展示を行い，販路拡大を支援しています．

（常設展示）

　　「LED製品」の展示内容
 日亜化学工業株式会社（Ceiling Light，10klm class LED Floodlight　等）
 有限会社フラワーショップ慶
  （プリザーブドフラワーとカラー LED のコラボ「The fl ower of Light of LED」）
 中林木工有限会社（「魅せる棚板」を使用した店舗用什器）
 株式会社ＦＵＪＩＹＡ（LED 照明を使用した水耕システム）
 日本フネン株式会社（交通信号機（歩行者用）LED 電球）
 株式会社ブルー工房（LED 照明パーティションランプ「こもれび」）
 阿波製紙株式会社（CARMIX 放熱フィン）
 藤崎電機株式会社（「木もれ陽ライト」，LED サイン「ルミネカンバス」，次世代 LED トンネル照明灯具等）            
 宮地電機株式会社　徳島支店（LED 防災ライト ” ぐらっパ！ ”，LED テーブルスタンド等）
 
　　LED 商品化促進事業等試作品
 冨士建設工業有限会社（LED 埋設コンクリート二次製品）
 プラス・ワン企画（LED トーチ防水タイプ等）
 有限会社大桑商事（光る鏡を利用した木工製品）
 サン電子工業株式会社（LED 照明「SUND」シリーズ）
          
　　「ものづくり技術」に関する展示
 worksHAUNT（電動スクーター「Pasta」「もたぽんこ」等）
 株式会社カボテック（遮熱・断熱塗料ガイナ，小型垂直軸風車）
 ＮＴＴ－ＡＴクリエイティブ株式会社（LED ライトパネル，ディスクスタンド「OPTO-STAR」等）
 株式会社アスカ（CFRP 部品）
 株式会社タカトリ（半導体の製造機器開発の説明パネル等）
 工業技術支援本部の紹介（工業技術センターの研究成果，計量検定所の標準基準器など）

（企画展示）

 「LED's フェア」
 主催：宮地電機株式会社
 日程：平成 24年 6月 21日
 内容：「LED応用製品の展示」
 　　　「LEDに関するセミナー」
 　　　「LED応用製品性能評価機器の
 　　　　デモンストレーション」
 来場者数：204 名

図１．LED'sフェア会場風景
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１５．緊急雇用創出臨時特別対策

　緊急雇用対策として非常勤職員を採用する．非常勤職員が付いたことで，事務処理や研究活動，一般来場者への
対応のほか，個別の企業相談への対応がスムーズになった．

（１）重点分野雇用創出事業
 ① LED 技術サポート向上事業（継続 2名，新規 3名採用）
 　工業技術センターの取り組む LEDトータルサポート拠点事業として，性能評価のワンストッ
 　プサービスなどにより，県内企業の LED応用製品開発支援を行う．
 ②環境技術啓発促進事業（継続 2名）
 　小・中学生を対象とした LED教室・新エネ技術の紹介をするにあたり，資料作成や開催準備
 　の補助を行う．
 ③環境・エネルギー試験研究促進事業（継続 1名）
 　工業技術センターで取り組んでいる新エネ（太陽光，風力発電，多機能防災システム等）
 　の実験及びデータ処理の作業補助を行う．
 ④グリーン産業高度技術研究機関事業（継続 1名）
 　リサイクル関連（食品の未利用資源活用等）の実験・データ処理の作業補助を行う．

（２）震災等緊急雇用対応事業
 ① LED 応用製品技術開発促進事業（新規 5名採用）
 　工業技術センターで取り組んでいる LED応用製品等技術開発等を試験研究するに当たり，実
 　験およびデータ処理の作業補助を行う．

（３）LED関連製品商品化促進事業

　LED応用製品の開発課題を公募し，採用した課題について提案者と工業技術センター職員が共同で企画・
開発および試作を行った．平成 24年度は，新規課題 3件，継続課題 2件について実施した．

[ 新規課題 ]
 ・屈折配光レンズを持つ自動車用 LEDヘッドライトユニットの開発（サン電子工業㈱）　
  機械技術担当 森本 巌，平岡忠志   電子技術担当 香川敏昌
 ・放熱シートを用いた強制空冷式ラジエータの開発（阿波製紙㈱）
  機械技術担当 森本 巌   電子技術担当 香川敏昌
 ・ハロゲン型 LEDランプ（高槻電器工業㈱）　
  研究部長 室内秀仁

[ 継続課題 ]
 ・紫外線 LEDを利用したディスプレイ用オブジェ（プラスワン企画）
  電子技術担当 香川敏昌   機械技術担当 森本 巌
  生活科学担当 住友将洋   企画総務担当 室内聡子
 ・デスクトップライト「凛」（大利木材㈱）
  生活科学担当 中瀬博幸   機械技術担当 日開野 輔
  電子技術担当 酒井宣年，中村 怜
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１６．購入備品

機　　器　　名 用　　　途　　　等 備　　　考

高調波フリッカ測定システム

LED製品の安全性能を評価する．電源

線に発生する妨害ノイズや，消費電流

の変動によって生じる電源電圧変動を

測定．

LEDネクストステージ飛躍事業ラージループアンテナシステム

LED製品の安全性能を評価する．LED

製品が動作することにより空中へ放出

される妨害ノイズを測定．

サージ試験システム

LED 製品の環境性能を評価する．電源

や筐体からのサージノイズに対する製

品の信頼性を確認する．

電源出力フィルタ装置
高出力（12kVA）の EMC（電磁両立

性）試験を行う際に使用する．

公益財団法人 JKA 競輪補助事業

真円度測定機

スピンドルやベアリング，ボールや

シャフト，ノズルなどの丸物を測定対

象とし，真円度や円筒度，同軸度など

を測定する．



20

１７．誌上発表，解説・紹介記事等

誌上発表

題　　目（URL） 発 表 者 発 行 所 誌　名 巻号（発行）

遠距離用 LED ビーム光源 室内　秀仁
徳島県工業技術支
援本部　徳島県立
工業技術センター

徳島県工業技術支援
本部　（徳島県立工
業技術センター）
研究報告

Vol.21(2012)

触媒を利用した水熱条件下での炭酸水素ナ
トリウムの水素還元反応 郡　寿也

徳島県工業技術支
援本部　徳島県立
工業技術センター

徳島県工業技術支援
本部　（徳島県立工
業技術センター）
研究報告

Vol.21(2012)

ICP 発光分光分析装置を使用した高マト
リックス溶液最適測定条件の検討 佐藤　誠一

徳島県工業技術支
援本部　徳島県立
工業技術センター

徳島県工業技術支援
本部　（徳島県立工
業技術センター）
研究報告

Vol.21(2012)

超音波キャビテーション技術を用いた放電
加工におけるジャンプフラッシングレス化
への取り組み

小川 　仁
徳島県工業技術支
援本部　徳島県立
工業技術センター

徳島県工業技術支援
本部　（徳島県立工
業技術センター）
研究報告

Vol.21(2012)

オーダーメイド弾性ストッキング製造シス
テムの高度化研究

香川　敏昌
他

徳島県工業技術支
援本部　徳島県立
工業技術センター

徳島県工業技術支援
本部　（徳島県立工
業技術センター）
研究報告

Vol.21(2012)

水没式超音波リークテスターの開発 平尾　友二
徳島県工業技術支
援本部　徳島県立
工業技術センター

徳島県工業技術支援
本部　（徳島県立工
業技術センター）
研究報告

Vol.21(2012)

膝高調整スリッパと座面高調整シート 中瀬　博幸
徳島県工業技術支
援本部　徳島県立
工業技術センター

徳島県工業技術支援
本部　（徳島県立工
業技術センター）
研究報告

Vol.21(2012)

座具の開発 中瀬　博幸
徳島県工業技術支
援本部　徳島県立
工業技術センター

徳島県工業技術支援
本部　（徳島県立工
業技術センター）
研究報告

Vol.21(2012)

県産スギを用いた壁の防音化 ( Ⅱ ) 実矧ぎ
スギ板を表面に用いた二重壁の遮音改善

中岡　正典
徳島県工業技術支
援本部　徳島県立
工業技術センター

徳島県工業技術支援
本部　（徳島県立工
業技術センター）
研究報告

Vol.21(2012)

フコキサンチン含有量に関するワカメ品種
の評価

吉本　亮子
他

徳島県工業技術支
援本部　徳島県立
工業技術センター

徳島県工業技術支援
本部　（徳島県立工
業技術センター）
研究報告

Vol.21(2012)

マイクロ波抽出精製装置を活用した産学官
連携コンソーシアム

岡久　修己
武知　博憲

他
株式会社光琳 食品工業 Vol.56 No.04 

(2013)
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解説・紹介記事

タ　イ　ト　ル 執 筆 者 発 行 所 誌　名 巻号（発行）

放電加工における超音波キャビテーション効果 小川　仁 日刊工業出版社 機械技術 Vol.61 No.3 P.42-
45(2013)

スダチポリフェノールを含有する発芽玄米の製
造 山本　澄人（公財）とくしま産業振興機構

企業情報とく
しま

No. 347，pp. 9
(2012)

ソバ殻抽出物の２型糖尿病モデルマウスにお
ける糖脂質代謝への影響 新居　佳孝（公財）とくしま産業振興機構

企業情報とく
しま

No. 347，pp. 8
(2012)

地域食材を用いた血糖上昇抑制・抗肥満食品
の開発－徳島 健康・医療クラスターの取り組
み－

新居　佳孝
他 UMBメディア（株）食品と開発 Vol. 48, No. 2，

pp. 82-84 (2013)

メカジキ魚肉粉末中のアンセリン分析法
（http://unit.aist.go.jp/shikoku/

manual/2012.10mekajiki.pdf）

吉本　亮子
他

産業技術連携推進
会議 /四国地域部
会

食品中の機能
性成分分析法
マニュアル集

－
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１８．口頭発表，講習会・研修会，展示会・商談会等
 

 （１）口頭発表（ポスター発表を含む）  

題　　　　　　目 発  表  者 発　表　会　名 場　所 期　日

スダチ抽出物であるスダチチンの肥満および
糖尿病予防作用

徳島大学：
吉田　知美
（新居　佳孝

他）

第66回日本栄養・食糧学会大
会 仙台市 24.5.19

積層構造を考慮した CFRP のエンドミル加工
特性 小川　仁 第81回難削材加工専門委員会 広島市 24.6.15

パワーエレクトロニクスの最新動向と開発シ
ステムの概要 酒井　宣年 LED技術交流セミナー 当　所 24.6.28

製品開発から商品販売まで 中瀬　博幸
産業技術連携推進会議ライフサ
イエンス部会・第11回デザイ
ン分科会

那覇市 24.6.28

TIG 溶接可視化装置の開発 松原　敏夫 (社 )溶接学会
平成 24年若手研究会  岡山市 24.7.25

位相追従インバータ制御による高調波電流補
償 酒井　宣年 電気学会産業応用部大会 千葉市 24.8.21

スギ板を表面に用いた壁の遮音性能について 中岡　正典 日本木材学会中国・四国支部第
24回研究発表会 徳島市 24.9.18

樹脂・木質複合押し出し成形材の開発 住友　将洋 日本木材学会中国・四国支部第 24回研究発表会 徳島市 24.9.18

絶縁型位相制御DC/DC コンバータの実験検
証 酒井　宣年 電気関係学会四国支部連合大会 高松市 24.9.29

超音波測定技術の医療機器への利用 平尾 　友二 平成24年度・第1回とくしま
産学官連携交流サロン 徳島市 24.10.23

炭素繊維・高分子複合材料の性能評価に関す
る研究 正木　孝二

産業技術連携推進会議　ナノ
テクノロジー・材料部会　第
50回高分子分科会

秋田市
24.10.18
～

24.10.19

六角ボルト頭部の丸ダイス転造加工 日開野　輔

産業技術連携推進会議製造プロ
セス部会精密微細加工分科会平
成２４年度金型・材料研究会（第
５２回）並びにMEMS ものづ
くり研究会（第8 回）

徳島市 24.11.8

加工最適化機能を有する CFRP の高精度加工
システムの開発 小川　仁 わかやまテクノ・ビジネスフェ

ア ’12 和歌山市 24.11.14
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（２）講習会・研修会等

テ　ー　マ 講 演 者 会の名称 場　所 期　日 参加人数

食品工場の衛生管理 宮﨑　絵梨 徳島県漬物加工販売協同組合中国人研修会 板野町 24.4.3 16

化　学 正木　孝二

消防職員初任教育 徳島県消防学校

24.5.18 57

物　理 中村　怜 24.5.21 57

阿波藍の色の特性 川人美洋子 徳島市老人クラブ連合会藍染研修会
社会福祉センター
（徳島市） 24.5.23 14

阿波藍の色の特性 川人美洋子 徳島市老人クラブ連合会 藍染研修会
社会福祉センター
（徳島市） 24.8.7 40

徳島健康・医療クラス
ター事業発，徳島特産
健康食素材について

新居　佳孝 野菜たっぷりスマートラ
ンチ講習会 阿波観光ホテル 24.9.19 150

スダチ果皮ポリフェノ
ール（スダチチン）の
抗糖尿病作用

新居　佳孝 食品開発展 2012 出展者
プレゼンテーション 東京ビッグサイト 24.10.4 20

研究開発から製造販売
まで 中瀬　博幸 総合美術コース 東北芸術工科大学 24.10.24 50

高齢者にもやさしい家
具の開発 中瀬　博幸 総合美術コース 東北芸術工科大学 24.10.24 50

題　　　　　　目 発  表  者 発　表　会　名 場　所 期　日

積層構造を考慮した CFRP のエンドミル加工 小川　仁
平成24年度中国四国地方公設
試験研究機関共同研究（精密加
工分野）推進協議会

岡山市 25.3.11

マイクロ波反応装置の作成と柑橘有用成分の
抽出・その応用

徳島県技術コーデ
ィネーター：
津嘉山　正夫
（岡久　修己

他）

四国マイクロ波プロセス研究

会第 11回フォーラム
高松市 25.3.12

加工食品における微生物汚染の現状と対策 岡久　修己 第39回日本食品微生物学会学
術セミナー 徳島市 25.3.12

積層構造を考慮した CFRP のエンドミル加工 小川　仁 第81回難削材加工専門委員会 広島市 25.3.27
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（３）展示会・商談会等

展示会・商談会名 担 当 者 展　　　示　　　品 場　　所 期　日

LED総合フォーラム 香川　敏昌
他 LEDトータルサポート拠点の広報 アスティ徳島

（徳島市） 24.4.20

徳島ビジネスチャレンジ
メッセ2012サテライト会
場

武知　博憲
他 LED応用製品，ものづくり技術等 当　所 24.10.11～

24.10.12

徳島ビジネスチャレンジ
メッセ2012

武知　博憲
他 工業技術支援本部の広報 アスティ徳島

（徳島市）
24.10.11～
24.10.13

防災フェスタ 酒井　宣年 多機能防災システム 防災センター
（北島町） 24.10.14

徳島ビジネスフォーラム
in東京  岩田　深也 LEDトータルサポート拠点の広報 ホテル日航東京   

（東京都） 24.12.18

ものづくり新技術展示商
談会 inダイハツ

森本　巌
他

徳島県立工業技術センターの広報
研究テーマの紹介及びマッチング

ダイハツ企業年金
基金会館
（大阪府）

25.1.29

震災に強いとくしまフォ
ーラム

酒井　宣年
他 多機能防災システム アスティ徳島

（徳島市） 25.2.2

テクニカルショウヨコハ
マ2013 松原　敏夫 溶接技能訓練装置デモ パシフィコ横浜

（神奈川県） 25.2.6～ 25.2.8

テ　ー　マ 講 演 者 会の名称 場　所 期　日 参加人数

食品工場の衛生管理 宮﨑　絵梨 徳島県漬物加工販売協同組合中国人研修会 板野町 24.11.6 11

阿波藍産業への取り組
みとその現状 川人美洋子

平成24年度「歴史に根ざ
した阿波文化リレー講座
（第２回）」

自治研修センター
（徳島市） 24.11.22 73

藍の不思議 阿波藍 川人美洋子 花と緑の学び舎 咲くやこの花館
（大阪市） 25.3.9 48
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１９．特 許

発  明  の  名  称
発  明  者

( 勤務発明をした職員 )
登録番号 登録日

カラー画像の露出評価方法
柏木　利幸

他
特許５０５０１４１号 24.8.3

スダチチンおよびノビレチンの製造方法
市川　亮一

他
特許５１１９３９７号 24.11.2
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２０．研究概要
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Ⅲ　計量検定所

区　　　分 事務職員 臨時補助員 計

所　　　長 1[1] 1[1]

次　　　長 1[1] 1[1]

職員 6(1) 1 7(1)

計 8(1)[2] 1 9(1)[2]

( ) 内は他所属との兼務職員の内数，[ ] 内は他所属が本務の職員の内数

１．職員数                                                                                                                                                       （平成25年３月31日現在）
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２．事業費の推移
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３．検定及び装置検査（タクシーメーター）

　正確な特定計量器を供給するために，計量法に基づいて特定計量器の検定等を行っている．（法第１６条）

　検定等に合格した特定計量器には検定証印及び基準適合証印が，装置検査 （タクシーメーター）に合格したも
のは装置検査証印を付している．

（法第７２条等）

平成２４年度検定実績概要
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４．基準器検査

５．特定計量器定期検査（法第１９条）

　特定計量器のうち，取引又は証明に使用している非自動はかり，分銅及びおもりは２年に１回，皮革面積計は１
年に１回，知事が実施する定期検査を受検するように義務づけられている．
　知事は告示を行い，集合検査又は計量器の所在場所で定期検査を実施した．検査に合格したものには，定期検査
合格ラベルを貼付し，不合格になったものには，検定証印を抹消の上，不合格ラベルを貼付して，不合格票により
通知を行うとともに，修理，廃棄等の指導を行い，不適正計量器の排除に努めている．
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６．計量証明検査（法第１１６条）

　計量証明事業者が計量証明に使用する計量器は，知事が実施する検査を政令で定めている周期で受けることが義
務づけられている．
　検査に合格した特定計量器には，計量証明検査済証印を付している．

７．定期検査及び計量証明検査に代わる計量士の検査（法第２５条，第１２０条）

　計量士による代検査を受けた計量器は，県が実施する定期検査及び計量証明検査を免除される．                                                                                                       
　なお，計量士が新たに代検査業務を行うときは，知事に届出をすることになっている．    
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８．登録

（１）計量士の登録（法第１２２条）

　計量士として登録する者は，都道府県を経由して，経済産業大臣に登録申請をしなければならない．  
　また，計量士の区分と本県の処理件数は次のとおりである．   
　計量士とは，経済産業大臣が，計量器の検査その他の計量管理を的確に行うために必要な知識を有するものとし
て登録したものである．       
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（２）計量証明事業の登録（法第１０７条）

　「計量証明の事業」とは，法定計量単位により物象の状態の量を計り，その結果に関し，公に又は業務上他人に
一定の事実が真実である旨を表明する事業を行うことである．計量法における「証明」とは，法第２条第２項の規
定により「公に又は業務上他人に一定の事実が真実である旨を表明すること」と規定されている．規定中の「公に」
とは，「公機関が，又は公機関に対し」ということであり，「業務上」とは，「継続的，反復的」であることであり，
「一定の事実」とは，「一定のものが一定の物象の状態の量を有するという事実」であることをいう．
　計量証明の事業をするにあたっては，質量・濃度・音圧レベル・振動加速度レベル等の計量の証明を行う者は，
その事業の区分に従い，事業所ごとに知事の登録を受けなればならない．また，登録をするには事業の区分ごとに
計量法に定められた，計量器・設備及び次の資格を有する計量士が必要である．
　　　質　　量……一般計量士又は計量主任者
　　　濃　　度……環境計量士（濃度関係）
　　　音圧レベル・振動加速度レベル……環境計量士（騒音・振動関係）
　　　　　（注）　平成５年１０月以前は，一般計量士と環境計量士の区分のみ
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９．指定

　適正計量管理事業所（法第１２７条）
　適正計量管理事業所の指定を受けるには，特定計量器を検査するための設備と計量士の資格を有する者が必要な
数だけ置かれ，適正な計量管理が行われることが必要である．
　指定を受けると，県が実施する定期検査の受検義務が免除されるとともに，法で定めた「簡易修理」を行うこと
ができる．
　また，「適正計量管理事業所」である旨の標識を提示することになっている．
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１０．届出

（１）特定計量器製造事業届出事業者（法第４０条）

　特定計量器の製造事業を行う者は，事業の区分に従い，あらかじめ知事を経由して経済産業大臣に届け出なけれ
ばならない．
　なお，届出事業者になるためには，製造しようとする特定計量器の検査のための器具，機械又は装置が必要であ
る．特定計量器の製造及び修理をしたときは，省令で定める基準に従って，当該特定計量器の検査をしなければな
らない．
　届出に係る特定計量器の製造を行うことができるとともに，届出に係る修理の事業を修理事業の届出なしに行う
ことができる．
　また，届出に係る特定計量器が，非自動はかり，分銅及びおもりであるときには，届出なしにその販売事業を行
うことができる．

（２）特定計量器修理事業届出事業者（法第４６条）

　特定計量器の修理事業を行う者は，事業の区分に従い，あらかじめ知事に届け出なければならない．
　届出事業者になるためには，修理しようとする特定計量器の検査のための器具，機械又は装置 が必要である．
特定計量器の修理をしたときは，省令で定める基準に従って，当該特定計量器の検査をしなければならない．
 　なお，届出の事業区分が，非自動はかり，分銅及びおもりであるときには修理したこれらの特定計量器について，
届出なしにその販売事業を行うことができる．
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（３）特定計量器販売事業の届出（法第５１条）

　特定計量器のうち，質量計の販売事業を行う者は，届け出なければならない．
　届出販売事業者が，これらの計量器（質量計）を販売するにあたって必要な知識，技能の修得に努めるとともに，
購入者に対する当該計量器の取扱い方の説明義務がある．
　ただし，届出製造事業者又は届出修理事業者が，届出に係る特定計量器であって製造又は修理をしたものの販
売を行うときは，届け出の必要はない．
  質　量　計……非自動はかり，分銅及びおもり

１１．立入検査（法第１４８条）

　消費者保護対策の一環として，法定計量単位により取引をしている工場，事業場及び営業所等に立入り，特定
計量器，内容量表記，計量方法及び商品量目等について検査を実施した．

（１）特定計量器立入検査
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①　燃料油メーター

①　適正計量管理事業所

ガソリンスタンド及び灯油販売店等で使用されている計量器の立入検査を行った．

②　ガスメーター

液化石油ガス販売事業者を対象に台帳検査を主とした立入検査を行った．

③　水道メーター

（２）事業者等に対する立入検査

水道事業を運営管理している市町村等を対象に台帳検査を主とした立入検査を行った．

②　届出製造事業者

計量法第１２７条の指定事業者へ計量管理を主とした立入検査を行った．

計量法第４７条に基づく検査義務について立入検査を行った．

（３）商品量目立入検査

　大型店舗を中心に立入検査を実施した．
　量目不足の要因は，十分な風袋引きができていないことから，風袋引き方法などについて，特に重点的に改善指
導を行った．
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１２．計量管理指導

（１）計量管理指導と消費者保護対策

　工場，事業所等における計量管理技術の向上を図り，自主的な計量管理の実施を推進することにより計量秩序を
維持し，消費者保護に努めるため，次の事業を実施した．
①　正量取引，適正計量の推進を行った．
　　ア　立入調査指導の実施
　　イ　周知用ポスター等並びに計量管理関係資料の配付
②　事業所における計量管理の実施と指定事業所の勧奨を行った．
③　計量管理技術者の養成を図るため，計量教習所入所試験，計量士登録手続等の指導を行った．
④　産業標準供給体制の推進を図った．

（２）計量相談

  消費者が事業者との取引の際に，計量について不利益をこうむることがないようにするために，特定商品を販売
する場合の特定物象量の表記の仕方，量目公差等の電話相談を実施した．
①　計量法第１３条に基づく内容量表示義務相談
②　計量法第１２条に基づく特定商品相談
③　政令で定める量目公差相談

（３）計量思想の普及啓発

　計量思想の普及のため計量記念日事業，講演会等を実施した．
①　「ものづくり・LED体験勉強会」の開催
　　工業技術支援本部として，県内中学生対象に，体験学習会を実施した．
　　期　間　平成２４年７月３１日
　　場　所　工業技術センター及び計量検定所
　　参加者　中学校　  1 校   28 名（教職員 　2名含む）
　　内　容　計量単位についての学習
　　　　　　計量法及び計量器の学習
　　　　　　LEDものづくり体験学習

②　インターンシップの実施
　　工業技術支援本部として，工業高等専門学校生及び大学生等を対象に，職場研修を実施した．
　　期　間　平成２４年８月３０日
　　場　所　計量検定所
　　参加者　工業高等専門学校 3 名 (1 校 )
　　　　　　大学生　　　　　 2 名 (1 校 )
　　内　容　基準器 ( 分銅 ) 検査の体験学習
　　　　　　定期検査 ( 質量計 ) の体験学習
　　　　　　タクシー検査 ( 装置検査 ) の見学

③　徳島ビジネスチャレンジメッセ２０１２へ出展した．
　　実施日　平成２４年１０月１１日（木）～１０月１３日（土）
　　場　所　アスティとくしま（徳島市山城町）
　　内　容　計量チャレンジゲーム　111 グラムに挑戦！
　　　　　　計量に関するパネルの展示
　　　　　　計量クイズ等
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④　講演会の実施
　　日　時　平成２５年２月８日（金）　午後１時３０分から午後３時まで
　　場　所　徳島市雑賀町　徳島県立工業技術センター　２階　講堂  
　　演　題　 「電気計器の概要とその歩み」について
　　　　　　 （私たちのくらしと電気メーターについて） 
　　講　師    日本電気計器検定所　四国支社
　　　　　　検定課マネージャー　杉崎　充宏　　検定課主任　横道　雅人
        
⑤　計量記念日周知用ポスターの配布
　　全国統一記念日ポスターを各市町村及び計量関係事業所等へ配布した．

⑥　商品量目試買調査の実施
　　主婦（各５名）による商品量目試買調査を実施した．
　　日　時　平成２４年１２月１４日（金）
　　検査場所　徳島市内        
　　試買場所　徳島市内
　　対象品目　ア　食肉（牛乳，豚肉，鶏肉）
　　　　　　　イ　加工魚介類
　　　　　　　ウ　野菜類
　　　　　　　エ　茶，コーヒー及びその調整品
　　検査方法　対象品目のア，イ，ウ及びエを各一点以上購入して，内容量の検査を行った．

（４）計量関係団体の指導育成

　徳島県計量協会をはじめ，同協会計量管理部会，同協会環境計量証明事業部会，同協会計量工業部会及び徳島県
計量士会の指導育成に努めた．
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